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AM-715の 尿路感染症に対す る使用経験

矢野新太郎 ・尾池 宗介 ・成清 卓二 ・前 川 正

群馬大学第三内科

新 経 口合成 抗 菌 剤AM-715を 尿 路 感 染 症10例 に使 用 して,臨 床 効 果 な らび に安 全性 を検 討 した 。

そ の結 果 は以 下 の 通 りで あ っ た。

1.AM-715を1日 量600mgを3回 に 分服 し,5～43日 間 投 与 して,急 性 腎 盂 腎 炎3例 中著 効3例,

慢 性 賢 盂 腎 炎1例 は 有 効,慢 性 膀 胱 炎6例 中 著効2例,有 効3例,無 効1例 で あ った.

2.起 炎菌 が 明確 で あっ た7例 では,P.aeruginosa 3例,E.coli 2例,S.marcescens,Enterobacter

が各1例 で あ った が,Enterobacterの1例 を除 き,6例 は投 与後 に菌 が 消失 した。

3.自 覚 症状 にお け る副作 用 は認 め られ な か っ た が,1例 で投 与 後GOT,GPT,AL-Pが,ま た1

例 でGPTが 軽 度 に上昇 した。

緒 言

AM-715は1977年,杏 林 製 薬 株 式 会社 で開 発 され た

quinolinecarboxylic acidの 誘 導 体 でFig.1に 示 す 構 造

を有 す る経 口用 合成 抗 菌 剤 で あ る。 類縁 の 同系 の 合成 抗

菌 剤 と しては,nalidixic acid,piromidic acid,pipemidic

acidが す で に開 発 され,ま たmiloxacin,cinoxacinな ど

が開 発 の途 上 にあ る。

AM-715は 従 来 の 同系 薬 剤 と比較 して,in vitroに お

け る抗 菌 力 は グ ラム陰 性 桿 菌 に対 して は一 段 と強 力 に な

って きて い る他,グ ラ ム陽性 球 菌 に対 して も かな りの抗

菌 力 を有 す る こ とが報 告 され て い る1)。

われ われ は,今 回 本 剤 の尿 路 感 染 症 に対 す る臨床 効 果

な らび に安 全性 につ い て 検討 したの で報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of AM- 715

対象な らびに方法

対 象は当科お よびその関連病院に入院,ま たは,外 来

通院中の10症 例 であ る。Table 1に 示 した如 く,い ずれ

も自覚症状お よび他覚的所見,特 に尿検査成績 より尿路

感 染症 と診断 された症例である。症例3を 除いた全例に

Table 1に 示すよ うな基礎疾患が認 められた。

AM-715の 投与量は1日600mg(6錠)と し,毎 食後

200mgず つ投与 した。 投与は5日 間から43日 間にわた

った。

本剤投与の前後に自他覚症状の観察の他 に尿検査(尿

蛋白,糖,沈 渣な ど),細 菌学的検査(中 間尿あるいは

カテーテル尿),血 液一般検査(白 血球数,赤 血球数な

ど),血 液生化学的検査(GOT,GPT,ア ル カリフォス

ファターゼ,尿 素窒棄,ク レアチニ ンなど)の 諸検査を

行い,効 果 を判定 し,副 作用の発現の有無 について検討

した。

効果判定基準

自他覚症状,検 査所 見よ り総合的 に行った。

著効:尿 検査所見,自 他覚症状が正常化 したもの。

有効:検 査所見,自 他覚症状 の一部に改善がみ られたも

の。

無効:検 査所見,自 他覚症状 に改善がみられないもの。

成 績

症例1～3は 典型的 な急性腎盂腎炎 の症 例 で あ る。

これ らはAM-715投 与後すみやかに 自覚症状,検 査所

見の改善 がみ られ,尿 中よ り起炎菌が消失 した。症例4

は特発性血尿,ネ フ ローゼ症 候 群 の患 者 であるが,2

年間以上 にもわた り尿路感染症が原因 と思われ る発熱が

続 き,種 々の抗生物質 に対 して抵抗性 であ っ た。 今 回

AM-715を43日 間の長期 にわたって投与 した ところ,尿

中の菌の減少,自 他覚症状の改善,解 熱 が認 められた。
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症例5～10の うち3例(症 例5～7)は 尿中に細 菌 を征

明で きなかったが,慢 性膀胱 炎が推定 された症例 であ り,

また3例(症 例8～10)は それぞれ尿中にS.marcescens,

E.coli,P.aeruginosaが 証明された慢性膀胱炎で あった。

これ らの症例は軽快,増 悪 をくり返 してい た が,AM-

715を 投与 した ところ,症 例5を 除 く全例 に効果 がみ ら

れた。

副 作 用

自覚症状で訴 えの あった副作用は全 く認 められなかっ

たが,Table 2に 示 した如 く,全 例 に行 った臨床検査成

績 からは,2例 に肝機能検査値の異常 が認 められ た。1

例(症 例5)はGOT 26→58,GPT 22→44,Al-P 8.1→

17.8の 上昇であった。 他の1例(症 例10)はGPT2 8→

45の 上昇例 であった。

前者の例 は本剤600mg/日 を17日 間投与 した症例であ

ったが,投 与終了2週 間目の検査 では正常化 していた。

また後者 の1例 は本剤600mgl日 を22日 間投与 した症 例

であったが,他 の検査値の推移か らみて異常 とはいいが

たい変動 であった。両例共 に薬剤 との因果関係 は明確で

はなかった。 また投与期間中,投 与終了後に本剤 に起因

す ると思 われ る血液像 の異常や腎機能検査 異常 は認 めら

れなかった。なおBUNの 投与前後の高値例 が数例み ら

れたが,症 例7は 慢性腎不全で透析 中の症例 であ り,他

の例はいずれ も高齢患者であ り,発 熱,脱 水等が原因と

思われ る。

考 察

今回は,急 性尿路感染症3例,慢 性尿路感染症7例 に

ついてAM-715の 治験 を行 った。 慢性尿路感染症 では,

本 剤を投与す る前に,尿 路感染症の再発 と抗生物質の投

与 が繰 り返 されている,い わゆ る難治性 のものが多かっ

たが,本 剤は これ らの症例 において も有効 であると思わ

れ た。 また急性尿路感染症では全 例 が 著 効 で あった。

起炎菌 として は,E.coliの 他,opportunistic infection

の起炎 菌 と して 問 題 とな っ て い るEnterobacter,P.

aeruginosa,S.marcescensが 同定 され たが,AM-715は

これ らの菌 をカパーする広いspectrumを 持 っていると

思われた。 また,副 作用に関 しては,少 数例の経験であ

ったが,前 述の如 く,本 剤 に起因す ると認 められ るもの

は なく副作用の少ない薬剤 である と感 じられた.
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CLINICAL STUDIES ON AM- 715
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Clinical efficacy and safety of AM- 715, a new oral synthetic agent, were evaluated in 10 patients with urinary tract
infections.

1. AM- 715 was administered in a daily dose level of 600mg t.i.d. for a duration of 5 to 43 days. Clinical efficacy
was excellent in 3 cases with acute pyelonephritis, good in one case with chronic pyelonephritis. In 6 cases with chronic
cystitis, clinical efficacy was excellent in 2 cases, good in 3 cases and poor in one case, respectively.

2. Bacteriological responses against isolated organisms from 7 cases were determined. Excepting Enterobacter
from one case, all of the clinical isolates including P. aeruginosa from 3 cases, E. coli from 2 cases and S. marcescens
from one case were eradicated.

3. No side effect was observed in subjective symptoms. Slight elevations of GOT, GPT and Al- P in one case and
slight elevation of GPT in one case were respectively observed after the medication.


